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I 冒 頭 発 言

今 般 、 中 曽 根 総 理 の 特 使 と し て 貴 国 を 訪 問 で き 欣

快 。 先 般 の 安 倍 大 臣 の 貴 国 訪 問 は 両 国 関 係 の 一 層 の

発 展 に と り 極 め て 有 意 義 だ っ た と 承 知 。 今 回 は 安 倍

大 臣 の 中 東 訪 問 を 受 け 、 貴 国 指 導 者 と 二 国 間 関 係 及 び

国 際 情 勢 に つ き 意 見 交 換 を 行 う た め に 派 遣 さ れ た 次

第。

H 二 国 間 関 係

λ 二 国 間 関 係 一 般

（ 発 言 要 領 〉

（／） 目 。 シ リ ア は 従 来 よ り 友 好 関 係 に あ る と こ ろ

就 中 シ ャ ラ 外 相 の 訪 日 及 び 今 般 の 安 倍 大 臣 の 貴

国 訪 問 に よ り 友 好 。 協 力 関 係 が 大 き く 進 展 。 今

後 と も 貴 閣 下 の 協 力 を 得 て 両 国 関 係 が 一 層 発 展

す る よ う 希 望 。

'2) 中 曽 根 総 理 と し て も 両 国 関 係 の 一 層 の 発 展 の

た め 尽 力 す る 意 向 。

之 経 済 ・ 技 術 協 力 関 係

（／） 基 本 方 針

（ 発 言 要 領 ）

我 が 国 は 貴 固 と の 友 好 関 係 、 中 東 和 平 に お い

て 貴 国 の 果 た す 役 割 及 び 貴 国 の 開 発 ニ ー ズ の 大

き さ に 鑑 み 、 今 後 と も 可 能 な 限 り の 経 済 技 術 協

力 を 推 進 す る 所 存 。

秘
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（必 有 償 資 金 協 力 関 係

（ 発 言 要 領 ）

仔） 先 般 、 安 倍 大 臣 よ り 、 既 供 与 方 約 束 済 の 混

合 借 款 I 0 If. 億円を、 「 変 電 所 プ ロ ジ ェ ク U

聞 に 充 当 す る こ と と し た 旨 申 し 上 げ た が 、 現

在 両 国 関 係 機 関 の 聞 で 具 体 的 手 続 を 進 め て い

る と 承 知 。

間 「 変 電 所 プ ロ ジ ェ ク ト J (fille Subs七a七ions

Project）＿の概要

本 件 は 「 シ 」 圏 内 の 将 来 の 電 力 需 要 増 加

に 対 処 す る た め 、 現 在 及 び 将 来 に 向 け て 大

規 模 な 発 電 所 建 設 計 画 が 進 行 中 の と こ ろ 、

こ れ ら の 発 電 電 力 を ダ マ ス カ ス 等 の 消 費 地

へ 送 電 す る た め ア ド ラ （ ダ マ ス カ ス 郊 外 〉

ハ マ 及 び ア レ ッ ポ の 3 カ 所 に 変 電 所 付00/ 

.2.30KV ） を 建 設 す る も の 。 な お 、 送 電

線 に つ い て は チ ェ ッ コ ス ロ グ 7 キ ア の 協 力

で 建 設 中 。

な お 、 内 訳 は 円 借 款 （ 36.lf.0 億 円 、 金

利 If. o;,、 .2. s例 年 〉 及 び 輸 出 信 用 （67.60

億 円 、 金 利 6. 3 必、 I 0 (.2.）年）（（）内は、

据 置 期 間 ） 。

秘
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判 新 規 円 借 款 に つ い て は 、 安 倍 大 臣 の 中 東 訪

聞 の 際 シ リ ア 側 が 第 ／ プ ラ イ オ リ テ ィ ー を 与

え た パ ニ ア ス 発 電 所 プ ロ ジ ェ ク ト に つ き 前 向

き に 検 討 を 始 め て い る と 承 知 。

間 「 パ ニ ア ス 火 力 発 電 所 プ ロ ジ ェ ク ト 」

秘

(The Project七o exp血 d Banias Rower S七a七ion)

本 件 は 、 将 来 の 電 力 需 要 増 に 対 処 す る た

め 、 パ ニ ア ス 発 電 所 に I 7 O M W の 発 電 機

を 3 基 増 設 す る も の 。 所 要 外 貨 約 3 0 0 億

円 口 入 札 評 価 中 。

(3) 技 術 協 力 関 係

（ 発 言 要 領 ）

先 般 の 安 倍 大 臣 の 貴 国 訪 問 に お い て 、 技 術 協

力 協 定 が 締 結 さ れ た こ と は 誠 に 欣 快 。 同 協 定 の

下 、 貴 国 に 対 す る 技 術 協 力 が 一 層 安 定 的 に 拡 大

さ れ る こ と を 期 待 。
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秘

(2) 既供与方約束済の混合借款104億円に係る経緯

74年 2月「パニヤス精油所」を対象として270億円の混合借款をプレ

ッジ（本邦企業に落札しなかったため未使用となる〉

79年12月26目、 270億円の一部166億円を「メスケネ濯概計画の追加倍

款として供与することとしてE!Nを締結し、他方、残り 104億円を「変

電所プロジェクト」、 「通信プロジェク下」等 5計画のうちから取上

げ、充当することとしてE!N締結。

。） シリアに対す .Q技術協力実績

g .2, 年 度 g 3.年 度 g If.年 度

研修員受入 I 0人 ／＃人 ／／人 「

専門家派遣 0人 ／人 0人

青年海舛

協力隊派遣 I 0人 デ人 I 3人

機 材 供 与 r百万円 I 3百万円 集 計 中
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三 文 化 交 流 関 係

（／） 基 本 方 針

（ 発 言 要 領 ）

文 化 交 流 は 両 国 間 の 真 の 友 好 関 係 の 基 盤 と な

る 両 国 国 民 間 の 相 E 理 解 を 増 進 す る 上 で 極 め て

有 益 と 考 え る 。 特 に 今 年 度 は 、 先 般 安 倍 大 臣 よ

り シ ャ ラ 外 相 に も 申 し 上 げ た 様 に 貴 国 に お い て

日 本 週 間 が 開 催 さ れ る 予 定 、 今 後 と も 貴 国 と の

間 で 各 分 野 に わ た る 文 化 交 流 が 活 発 化 す る こ と

を 希 望 。

(.2) 「 シ サ ア に お け る 日 本 週 間 」 の 実 施

秘

0) 我 が 方 ～ は 、 貴 国 が 古 代 よ り 現 代 に 至 る ま で 、

中 東 地 域 の み な ら ず 地 中 海 全 域 に お け る 文 化

的 中 心 の 一 つ で あ り 続 け た こ と に 深 い 敬 意 と

称 賛 の 念 を 抱 い て お り 、 か か る 文 化 的 伝 統 を

有 す る 貴 国 と の 文 化 交 流 は 、 同 じ く 古 い 伝 統

と 文 化 を 誇 る 我 が 国 に と り 、 極 め て 有 意 義 と

考 え て い る 。

（吋 か か る 観 点 よ り 、 政 府 は 、 各 種 文 化 行 事 を

通 じ 、 我 が 国 文 化 を 広 く 貴 国 民 一 般 に 紹 介 す

べ く 本 年 7 月 下 句 に シ リ ア で 「 R本 週 間 」 を

開 催 す る た め 現 在 諸 般 の 準 備 を 進 め て ー い る と

承 知 、 貴 国 側 の 全 面 的 協 力 方 私 よ り も お 願 い

したい。
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付 ま た 、 そ の 日 本 週 間 の 開 催 に 合 わ せ 、 我 が

方 財 界 人 、 文 化 人 か ら 成 る ミ ッ シ ョ ン が 貴 国

に 派 遣 さ れ る 予 定 で あ り 、 私 自 身 も 副 団 長 と

し て こ れ に 参 加 す る 予 定 で あ る の で 、 そ の 際

に は 、 貴 国 側 要 人 へ の 表 敬 訪 問 の 実 現 等 に つ

き 配 慮 い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。

秘
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][ 中 東 情 勢

λ 中 東 和 平 問 題

（ 発 言 要 領 ）

（／） 先 般 の 安 倍 大 臣 の 貴 国 訪 問 の 際 は 、 中 東 和 平

一 問 題 に つ き 有 意 義 な 意 見 交 換 が 行 わ れ た と 承 知 。

特 に 貴 固 と 我 が 国 が 基 本 的 に は ほ ぼ 同 様 の 立 場

を と っ て い る こ と を 再 確 認 し 得 た こ と は 重 要 o

(.2) 我 が 国 は 中 東 に お け る 公 正 か っ 永 続 的 な 和 平

の 実 現 の た め に は 貴 国 の 和 平 交 渉 参 加 が 不 可 欠

と 考 え て お り 、 貴 国 が そ の 影 響 力 を 行 使 し て ♂ 同

問 題 の 解 決 に 積 極 的 に 貢 献 さ れ る こ と を 期 待 。

匂） 特 に 総 理 は か ね て よ り 中 東 地 域 の 平 和 と 安 定

に つ い て は 多 大 の 関 心 を 有 し て お り 、 今 後 と も

貴 固 と の 意 見 交 換 を 重 視 し て い く 意 向 。

秘
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.2,, イ ラ ン ・ イ ラ ク 紛 争

（ 発 言 要 領 ）

（／） 我 が 国 は 、 従 来 よ り 、 イ ラ ン ・ イ ラ ク 両 国 と

の 聞 の 政 治 対 話 の パ イ プ を 通 じ 、 イ ・ イ 紛 争 の

早 期 平 和 的 解 決 へ 向 け て の 環 境 造 り に 向 け 努 力o

(2) 7 月 f 日 よ り S 日 ま で 訪 日 し た ラ フ サ ン ジ ャ

一 ・ イ ラ ン ・ イ ス ラ ム 議 会 議 長 と も 率 直 に 意 見

交 換 。

(1) イ ・ イ 紛 争 の 和 平 条 件 に 関 す る イ ラ ン の 基

本 的 立 場 に は 変 化 が な く 、 依 然 と し て 、 『サ

ダ ム ・ フ セ イ ン 大 統 領 の 処 罰 」 を 主 張 。

（ロ） 我 が 方 よ り は 、 6 月 末 の 本 大 臣 と 国 連 事 務

総 長 の 意 見 交 換 も 紹 介 し つ つ 、 イ ラ ン の 安 保

理 参 加 を 強 く 慾 憩 。 「 ラ 」 議 長 は 、 従 来 通 り 、

安 保 理 の 過 去 の 決 議 は イ ラ ン に と っ て 公 正 で

な か っ た 旨 非 難 し つ つ も 、 安 保 理 出 席 に つ い

て は 、 全 面 的 に こ れ を 否 定 し た わ け で は な か

っ た 。

付 「 ラ 」 議 長 は 、 安 倍 大 臣 の パ ッ ケ ー ジ 案 は

原 則 と し て 、 受 け 入 れ ら れ る 旨 表 明 。

(3) ま た 7 月 I 7 日 に は 安 倍 大 臣 が ア ン マ ン に お

い て ア ジ ー ズ ・ イ ラ ク 外 相 と 会 談 。 先 方 iは イ ラ ン

側 が 真 剣 に 安 倍 大 臣 の パ ッ ケ ー ジ 案 を 検 討 す る
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秘

な ら ば イ ラ ン 側 と の 交 渉 を 行 う 用 意 あ り と 発 言O

(4") (1) 我 が 国 と し て は 、 今 後 共 全 ゆ る 機 会 を 捉 え 、

イ ・ イ 両 国 に 紛 争 の 早 期 平 和 的 解 決 の 必 要 性

と 自 制 を 訴 え る と 共 に 、 和 平 へ の 環 境 造 り の

た め の 努 力 を 継 続 す る 所 存 。

伺 貴 国 よ り も イ ラ ン に 対 し 、 陸 上 攻 勢 の 自 制

J支 び 和 平 の 必 要 性 を 訴 え て 頂 け れ ば 幸 い 。
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（ 我 が 方 の か か る 要 請 が 米 国 よ り の 依 頼 に 基 づ く も の

で は な い か と 質 問 越 す 場 合 ）

（ 応 答 要 領 ）

我 が 国 は 、 従 来 よ り あ ら ゆ る 形 態 の テ ロ リ ズ ム に 反

対 す る 立 場 よ り 種 々 の 働 き か り を 行 っ て き た 次 第 で あ

り 、 今 回 の 貴 国 に 対 す る 要 請 も 中 曽 根 総 理 の 独 自 の イ

ニ シ ア テ ィ グ に 基 づ く も の で あ る 。
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I Opening Remarks

It is a great pleasure at this time to visit your country as Prime Minister Nakasone's
special envoy. I know that the recent visit of Minister Abe to your country was
extremely significant for the further development of relations between our two
countries. With Minister Abe's visit to the Middle East having taken place, I was sent
this time to carry out exchanges of views with the leaders of your country regarding
the bilateral relationship and the international situation.

II Bilateral Relations

1. Bilateral Relations in General

(Summary of Remarks)

(1) Japan and Syria have from the past to the present day enjoyed friendly relations
and, in particular with Foreign Minister Shara's visit to Japan and the recent visit of
Minister Abe to your country, these relations are now even more friendly. With the
cooperation of Your Excellencies, I hope henceforth to develop further the bilateral
relationship.

(2) Prime Minister Nakasone, too, intends to do his utmost for the further
development of relations between our two countries.



2. Cooperative Relations in the Economic and Technical Fields

(1) Basic Policy

(Summary of Remarks)

In light of these friendly relations with your country, the role that your country plays
in peace in the Middle East, and the greatness of your country's development needs,
our country intends to promote henceforth economic and technical cooperation to the
extent possible.

(2) Cooperative Relations in ODA Loans

(Summary of Remarks)

(a) Minister Abe recently said that Japan will apply mixed credits - provided and
promised - of 10.4 billion yen to the Substations Project (note below).  I think that the
relevant organs of our two countries are now working out the concrete procedures.

(Note) Outline of The Substations Project

In order to address increases in Syria's future domestic demand for electric power, as
plans for construction of large-scale power plants for the present and the future are
going forward, this project is to construct three substations (400/230 kV) - at Adra
(outside of Damascus), Hama, and Aleppo - to  transmit electricity to Damascus and
other areas of consumption. Also, power lines are being built with the cooperation of
Czechoslovakia.

In addition, the breakdown is as follows: yen loans of 3.64 billion yen with an interest
rate of 4 percent over 25 (7) years; export credits of 6.76 billion yen with an interest
rate of 6.3 percent over 10 (2) years. Note: between the parentheses are the
deferment periods.

(b) Regarding new yen loans, I know that positive consideration has started to be
given regarding the Baniyas Thermal Power Plant that the Syrian side gave as its first
priority at the time of Minister Abe's visit to the Middle East.

(Note) The Project To Expand the Baniyas Thermal Power Plant

In order to address future demand for electric power, this project adds two generators
of 170 megawatts to the Baniyas Thermal Power Plant. The foreign currency required
is 30 billion yen. Under bid evaluation.

(3) Relations in Technical Cooperation

(Summary of Remarks)

It is truly a great pleasure that a technical cooperation agreement was concluded at
the time of the recent visit of Minister Abe to your country. It is hoped that, under this
agreement, technical cooperation for your country will be further expanded in a
stable manner.

(Reference Material)



(1) Our Country's Record of Economic Cooperation with Syria
 			
 				

Mixed Credits

Grant Aid

Technical Cooperation
 			
 				
Yen Loans

Export Credits
 			
 				
Total through FY1979
¥15.608 billion    ¥20.25 billion

Maskaneh irrigation project (FY73)
(¥8.858 billion)     (none)

Maskaneh irrigation project (FY79)
(¥3.11 billion)       (¥13.49 billion)

Other projects (FY79)
(¥3.64 billion)         (¥6.76 billion)

                                        none
                                              ¥1.108 billion
Trainees accepted                               120
Survey team members sent                 15
Specialists sent                                       49
Cooperation team members sent       44 Equipment, materials          ¥235 million
Project technical cooperation                1
Development surveys                       1
 			
 				
FY1980
none

                            ¥41 million

Restoration materials for historical remains to Ministry of Education's General
Directorate of Archaeology

                                              ¥179  million
Trainees accepted                                  12
Survey teams sent                                    0



Specialists sent                                          2
Cooperation team members sent       11
Equipment, materials             ¥43 million
Project technical cooperation                0
Development surveys                              0
 			
 				
FY1981
none

                             ¥35 million

Audiovisual equipment to Ministry of Education

                                                ¥183 million
Trainees accepted                                  11
Survey teams sent                                    0
Specialists sent                                         3
Cooperation team members sent       10
Equipment, materials            ¥56 million
Project technical cooperation                0
Development surveys                              0
 			
 				
FY1982
none

                                        none

                                                 ¥129 million
Trainees accepted                                  10
Survey team members sent                    0
Specialists sent                                          0
Cooperation team members sent       10
Equipment, materials               ¥8 million
Project technical cooperation                0
Development surveys                              0
 			
 				
FY1983
none

                             ¥30 million

Musical instruments for the Culture Ministry's Arab Music Industry
E/N 84.2.1

                                                ¥148 million
Trainees accepted                                  14



Survey team members sent                    2
Specialists sent                                          1
Cooperation team members sent          9
Equipment, materials             ¥13 million
Project technical cooperation                0
Development surveys                              0
 			
 				
FY1984
none

none

In process of tabulating
 			
 				
Total by FY1984
¥15.608 billion

¥20.25 billion

¥106 million

(Total through FY1983）
                                                ¥747 million
Trainees accepted                                167
Survey team members sent                 17
Specialists sent                                       55
Cooperation team members sent       84
Equipment, materials          ¥356 million
Project technical cooperation                1
Development surveys                              1
 		 		
(Mixed credits are on basis of Exchange of Notes; ODA loan cooperation is on budget
basis; technical cooperation is on JICA basis)

(2) Details on Mixed Credits of ¥10.4 Billion Provided and Promised

In February 1974, mixed credits of 27 billion yen were pledged for the Baniyas
Thermal Power Plant (There were no successful bids from Japanese enterprises, so
the credits were not used.)

On December 26, 1979, an E/N was concluded, for a part of the 27 billion yen - 16.6
billion yen - to provide an additional loan for the Maskaneh Irrigation Project. In the
meantime, an E/N was concluded, with the remaining 10.4 billion yen taken from five
plans, including the Substation Project and the Communications Project, and
allocated.

(3) Achievements in Technical Cooperation with Syria
	



			
 				

FY1982
FY1983
FY1984 			
 				
Trainees accepted
10
14
11 			
 				
Specialists sent
0
1
0 			
 				
JICA members sent
10
9
13 			
 				
Equipment, materials
¥8 million
¥13 million
In process of tabulation 		 		

3. Relations in Cultural Exchange

(1) Basic Policy

(Summary of Remarks)

Cultural exchange between our two countries is considered to be extremely important
for increasing  mutual understanding between the peoples of our two countries, which
will be the basis for real relations of friendship between our two countries. For this
fiscal year in particular, we plan for Japan Week to be held in your country, as Minister
Abe recently said to Foreign Minister Shara, and we hope for the invigoration of
cultural exchange in every field with your country in the future.

⑵ Carrying Out Japan Week in Syria

(a) We have deep respect and praise for your country's continuing to be a cultural
center from ancient times until today, and not only in the Middle East but throughout
the Mediterranean region. We consider cultural exchange between your country,
which has such a cultural tradition, and ours, which similarly boasts an ancient
tradition and culture, to be extremely significant.

(b) I understand that my government, from such a point of view, is now making
various preparations for the holding of Japan Week in Syria in late September this



year to introduce broadly to your country's general public our country's culture
through various cultural events. I would like to ask your country for its complete
cooperation.

(c) In addition, together with the holding of Japan Week, the plan is to send to your
country a mission composed of our businessmen and cultural figures. I myself am
planning to participate in this mission as deputy director. Therefore, I would be
grateful for your consideration in realizing courtesy calls on key figures of your
country.

(Note) Outline of Japan Week in Syria (Plan)

(September 21 (Saturday) - 27 (Friday))
 			
 				
Event

Summary 			
 				
1. Dispatch of mission to Syria
Participants:
Middle East Institute of Japan Chairman Mizukami
Middle East Institute of Japan President Nakayama
Seiko President Hattori
Omron President Tateishi
Ikuo Hirayama (painter)
NHK President Kawaguchi
Former Keizai Doyukai Senior Managing Director Yamashita
Japan Center for Intercultural Communications Senior Managing Director Asabuki
Also one person from Nara Prefecture
 			
 				
2. Japanese Music Ensemble Public Performances

Public performances by Saburo Kitajima's party of 15 (enka) and Tokuya Azuma's
party of 5 (Japanese dance) at the Bosra Festival (150 kilometers south of Damascus)
and Damascus performance (at the Al Azem Palace) 			
 				
3. Silk Road Art Exhibition

Exhibition at the National Museum of Damascus of around 15 works of the painter
Ikuo Hirayama related to the Silk Road and Syria 			
 				
4. Contemporary Japan Photo Exhibition

Exhibition of approximately 60 photo panels (each 60 cm x 90 cm) introducing
contemporary Japan at the National Museum of Damascus. 			
 				
5. Ikebana, Tea Demonstrations
Ikebana, tea demonstrations by Minami, Katsuki 			
 				



6. Japanese Film Festival

Daily showings of seven Japanese films at the Arab Cultural Center in Damascus (with
Arabic subtitles, except for three films subtitled in English) 			
 				
7. Cherry Blossom Tree Seedling Donation Ceremony

Mission Leader Mizukami to hand over to representatives of the receiving
organization the inventory of cherry blossom tree seedlings (about 1,000 seedlings).
The seedlings will be sent after late November. The plan is to plant them on Mount
Qasioun, which overlooks Damascus. 			
 				
8. Inaugural Ceremony for Project To Raise Remains of Ancient Sunken Ship

With the undertaking of a cooperative project of NHK and the Syrian Government to
raise the remains of an ancient sunken ship (with amphora vessels) discovered last
year in the waters off Tartus, the project's inaugural ceremony (ribbon cutting) is to
take place during Japan Week. 			
 				
9. Celebration reception

Holding of a reception hosted by the Japanese Ambassador to Syria 		 		

III The Situation in the Middle East

1. The Problem of Peace in the Middle East

(Summary of Remarks)

(1) I understand that there took place a significant exchanges of views during the
Minister Abe's recent visit to your country on the problem of peace in the Middle East.
Particularly important is having reconfirmed that your country and our country
basically hold nearly the same position.

(2) Our country considers indispensable your country's participation in peace
negotiations in order to achieve a just and lasting peace in the Middle East. We hope
that your country will exercise its influence and positively contribute to the resolution
of this problem.

(3) In particular, the Prime Minister has for some time been greatly interested in the
peace and stability of the Middle East, and he intends to attach great importance
henceforth as well to exchanges of views with your country.

2. The Iran-Iraq Conflict

(Summary of Remarks)

(1) Our country has to the present day, through a pipeline of political dialogue
between Iran and Iraq, worked towards the creation of an environment for an early
and peaceful resolution of the Iran-Iraq conflict.

(2) We engaged in a frank exchange of views with Majlis Speaker Rafsanjani when he



visited Japan from July 1 to 5.

(a) He said that there was no change in Iran's fundamental position concerning the
conditions for peace in the Iran-Iraq conflict and called for "the punishment of
President Saddam Hussein."

(b) Our side introduced Foreign Minister Abe's exchange of views at the end of June
with the United Nations Secretary-General and strongly recommended that Iran
participate in the Security Council. Majlis Speaker Rafsanjani, although critical of the
Security Council's past resolutions for never having been fair to Iran, did not
completely reject the recommendation of attending the Security Council.

(c) Majlis Speaker Rafsanjani declared that he could, in principle, accept Minister
Abe's package proposal.

(3) Also, on July 17, Minister Abe met with Iraqi Foreign Minister Aziz in Amman.
Foreign Minister Aziz remarked that, if the Iranian side were seriously considering
Minister Abe's package proposal, then his side would be prepared to engage in
negotiations with the Iranian side.

(4) (a) Our country will henceforth take every opportunity to call for the need for an
early and peaceful resolution of the conflict between Iran and Iraq and appeal for
self-restraint, and we intend to continue working towards the creation of an
environment for peace.

(b) We would be happy if your country would call on Iran for self-restraint in ground
offensives and appeal for the need for peace.

(In the event of being questioned if our side's call for this is based on a request from
the United States)

(Summary of Response)

Our country has until the present day made various strong appeals from the position
of opposing terrorism in every form. This request now made of your country, too, is
based on Prime Minister Nakasone's own initiative.


